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研究成果の概要： 

われわれはすでに滝沢克己の中期思想―最も大切な思想であり、研究されていなかったそれ

―を解明した。それを受けて、「和解の倫理学としての滝沢克己の後期思想の総合的研究」と

いう課題によって、われわれは滝沢克己の後期思想の全体像の解明に取り組んだ。現代の対

立する宗教・学問・芸道との対話を通して「現代の精神的状況」を分析し、それらの間の和

解をもたらそうと滝沢克己によってなされた研究の検証である。 

 
 
 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２００８年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,200,000 660,000 2,860,000 

 

 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・倫理学 

キーワード：対話と和解、人間存在、原本的事実、哲学の対象、歴史的社会の二極面、 

      キリスト論、仏性論 

 

 

１．研究開始当初の背景 

 総じて滝沢克己の思想の研究は、西洋哲学

崇拝の傾向のゆえに、これまで研究の対象と

なることはなかった。ただ例外として、滝沢

自身の積極的問題提起によって、ドイツの神

学界でそのカール・バルト研究が注目される

ようになったこと、また日本において「仏教

とキリスト教の対話」や「新約学（歴史学）

と哲学との対話」に関して、その『仏教とキ

リスト教』及び『聖書のイエスと現代の思惟』
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が著者をまきこんだ形で大いに論ぜられた

こと、がある。従って、もっとも大切なその

中期思想や後期思想（指摘した分野以外）の

解明はなされなかった。 

 

 

 

 

２．研究の目的 

 われわれの前回の研究課題「西田哲学及び

バルト神学の継承者としての滝沢克己の思

想の総合的研究」によって、その中期思想の

解明を行った。今回の研究課題「和解の倫理

学としての滝沢克己の後期思想の総合的研

究」によって、「和解の倫理学」と性格づけ

られ、「現代の精神的状況」の解明と総括す

ることのできるその後期思想の全体像の究

明を目的とするのである。 

 

 

 

 

３．研究の方法 

(1)滝沢克己が中期思想において獲得した人

間や社会についての原理的・本質的な理解を

方法として用いて、現代の対立する宗教・学

問・芸道について、それらと真剣に対話をす

ることによって｢現代の精神的状況｣を解明

し、併せてそれらの間に和解をもたらそうと

努めた滝沢克己の分析のあとを検証する。 

(2)具体的には各担当者が自分自身その対話

に参加できると思われる課題を引きうけて、

滝沢克己の｢現代の精神的状況｣の解明をあ

とづけて、その意義を考察する。 

 

 

 

 

４．研究成果 

 滝沢克己の中期思想の解明とともに、その

後期思想の解明を行ったことは、これまで誰

も研究してこなかったことである。これによ

って思想的に混迷している現代の思想界に、

「哲学」の真実の対象を提示し、哲学を正道

に立ち帰らせるインパクトを持っているこ

とを示し、併せて滝沢哲学が、西田哲学やバ

ルト神学を超えた、マルクスの『資本論』や

宇野経済学を超えた、世界的な思想であるこ

とを解明し、また多方面にわたって「現代の

精神的状況」を厳密に学問的方法によって分

析したことは未曾有のことであることを提

示することができたと思われる。 

 尚、最終報告書は本報告書初出の論文・翻

訳(6件)即ち、 

① 中島秀憲 「「ピエティスト」ヘーゲル

及び滝沢克己とバルトとの対話」、最終

報告書 pp.87－162 

② 寺園喜基 「ボン時代の滝沢克己とカー

ル・バルト」、最終報告書 pp.541－564 

③ 寺園喜基 「滝沢克己「キリスト論の根

本問題」」（翻訳）最終報告書 pp.531－540 

④ 寺園喜基 「滝沢克己とブルトマン」、

最終報告書 pp.163－174 

⑤ 辻厚治 「滝沢克己『現代の医療と宗教』

において死はどういうふうに扱われて

いるか？」、最終報告書 pp.195－202 

⑥ 水田信 「芥川龍之介と滝沢克己」、最

終報告書 pp.223－242 

を加えて合計 22件の論文を掲載し、500頁を

超えるものとなる。 
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